
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仲間が多く安心できる】 
職場の上司や先輩、同期や若手部会など、 
縦・横のつながりを感じることができる！ 

 

【出先】 
・健康福祉センター（保健所） 
・児童相談所 
・精神保健福祉センター など 
 
【本庁】 
・健康増進課 
・長寿社会課 
・障害者支援課 
・こども政策課 
・給与厚生課 など 

 

山口県（１） 

【住所】〒753-85017  山口県山口市滝町 1-1 

【URL】https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/ 

【自治体概要】 

人口 1,266,895人（令和７年４月１日現在） 

高齢化率 35.6％   （令和６年１０月１日） 

職員数（一般行政部門） 3,591人  （令和６年４月１日） 

保健師数 122人   （令和７年４月１日現在） 
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★県型保健所 ✰市型保健所

✰

相談（電話） 相談（面接） 健康教育「テーマ：認知症予防」 

検体採取 
行政説明 

図 山口県内の保健所 

精神保健や難病など、ご本人・ご家族・関係者からの相談に
応じ、状況に応じて必要な情報提供や助言を行います。 

市町や関係機関と連携し、
住民や企業、団体などを対
象に行います。  

医療機関などと連携し、感染症拡大防
止や平時の備えの確認などを目的に施設
へ訪問し、施設の職員と感染対策や課
題などを一緒に確認します。 

会議や研修などの場で、自治体や関係
機関、団体などを対象に、地域の健康
課題、総合計画等に基づく県の施策や
取り組みを説明します。 

医師の指示のもと、検体採取や採血
等の業務も行います。 

生活の場に伺い、療養上
の相談をお受けしたり、ご
自宅での関係者会議に参
加することもあります。 

訪問 

施設訪問 

山口県保健師の配置 山口県保健師活動の魅力 

山口県保健師活動の実際 

【広域的・専門的な保健活動】 
市町や多職種、様々な団体・機関とのつながり 
により地域の特性がわかり、視野が広がる！ 

 
専門性を活かせる！ 

【専門性を磨きスキルアップができる】 
精神、難病、感染症、結核など様々な業務を経験

でき、専門性を向上させることができる！ 
 

県民誰もが安心して暮らし続けられる 
山口県を目指して、一緒に働きませんか？ 



 

 
 

 
 

【問い合わせ先】 

 

① 職場外研修（Off-JT） 
 

山口県内の保健師、栄養士等地域保健関係職員を対
象に、専門職種研修、業務研修の２本柱で構成する
研修を実施しています。専門職種研修のうち、経験
年数等に応じた段階別研修の一部をご紹介します。 

 

 

④ジョブローテーション 
 

定期的な職務の異動によ

り種々の職務能力、多様な
視点を身につけることが
できます。 

   

 
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
担 当 部 署 山口県健康福祉部健康増進課 

電 話 番 号 083-933-2950 

F A X 番 号 083-933-2969 

メールアドレス kenkoudukuri@pref.yamaguchi.lg.jp 

資 料 請 求 山口県職員採用試験情報ＨＰを御確認ください。 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/saiyo-joho/  

インターンシップ インターンシップやまぐちＨＰを御確認ください。 
https://www.y-internship.com/ 

施 設 見 学 原則実施していません。 

山口県（２） 

②職場内研修（OJT） 
 

日常の業務を通して行われる指

導や助言、評価により組織全体
で人を育てる体制です。 
例：事例検討、研修報告など 

 

③自己啓発 
 

専門職としての自覚を持ち、学習

を深め、専門的な知識や技術の向
上を図ることです。例として、学
会や研修参加などがあります。 

   

山口県保健師現任教育体系 

① 職場外研修（Off-JT）  
② 職場内研修（OJT） 
③ 自己啓発（SD） 
④ ジョブローテーション 

 

参加者の声 
・個別支援を通して地域課題を見つけ、地域
課題について取り組むことで個々の事例に影
響があると学んだ（新任者） 
・感覚的に実施していることを指導するにあた
り、目的や根拠に立ち戻ることの大切さを感じ
た（指導者） 

参加者の声 
・地域の健康課題を明確化
し、PDCA サイクルを回す中で
様々な視点に気づくことができ
た 
・研修成果を職場の研修会で
復命し、ディスカッションを重ねた 
 

参加者の声 
・人材育成、組織運営について
管理職としてできることについて、
共有することができた 
・管理期に求められる実践能力
を学ぶことができた 

山口県保健師に 
ついてのお問い合わせ

はこちらへ 
お願いします！ 

新任期地域保健関係職員研修・ 

新任期指導者研修 

地域保健課題評価研修 
管理期地域保健 

関係職員研修 

管理期としての役割を認
識し、広い視野で地域
保健活動や組織運営を
図るための知識・技術を
習得する 

 

地域保健活動・事業
の PDCA を習得する 

 

新任者：個別事例から地域
の健康課題を整理する 
指導者：新任者育成の効果
的な方法を習得する 

 

新任期 
・ 

中堅期 
管理期 

中堅期 管理期 


